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​製品・サービス名​
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​医療専門家とAIでケア品質を革新する​​プレミアム育児プラットフォーム​

​起業の動機​
​育児によるキャリアブランクという社会的課題を自らの経験で実感し、​

​その解決を使命として、医療専門人材とAIを融合した『Careus』を設立​

​製品・サービス紹介​

​o 製品​

​専門看護師が自宅に訪問して、遊び・発達・情緒面まで「子どもを丸ごとケア」​

​-​ ​看護師や作業療法士などの医療専門家を派遣し、安全性と専門性を確保​

​-​ ​ボディカメラとアプリによるライブ配信で親は安心：​​リアルタイムでモニタリング可能​

​-​ ​子どもの表情・行動・やり取りデータを収集し、AIが分析・フィードバック​

​-​ ​これにより信頼性と効率性が高まり、親はキャリアを継続、子どもは安全な環境で成長​

​可能​

​o ターゲット市場・規模・将来性​

​-​ ​医療専門人材とボディカメラを活用し、子どもの表情やケアマネージャーの音声・動作​

​データをAIに学習させることで、ケアの標準化を実現​

​-​ ​経験の浅い人材でも専門家レベルのサービス提供が可能​

​-​ ​共働き家庭・働く親・急な病気の子どもを持つ就業中の親・家庭内での安心・信頼・専​

​門性を求める層が主な対象​

​o 競合優位性、新規性、独自性​

​-​ ​医療資格を持つ専門看護師が訪問ケアを行い、さらにデータに基づく高品質なケア管理​

​プラットフォームを提供することで、単なるベビーシッターや保育代行サービスとは明​

​確に差別化され、保護者にとって安心感が高い​

​-​ ​2時間以内の到着、ライブ映像、終了後のケアノートなど、細かいプロセスの“見える​

​化”“透明化”を実現​

​-​ ​遊びや発達支援サービスも備えており、単なるケアにとどまらず、子どもの成長支援​

​まで視野に入れることで、ユーザーに提供する価値がより広げている​

​-​ ​料金やサービス内容が明確で、利用者が利用しやすい導線を確保​

​-​ ​他社がマッチングにとどまるの中、​​CareusはAIと教育システムでサービス品質を均一​

​化​​し、拡張性とグローバル展開力を備える​

https://www.dearmomcare.co.kr/


​製品・サービス​

​イメージ​

​<ディアマム·プレー>​

​<こどもの成長を支える、クラス別発達ガイド>​


